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第３節 「ちば環境再生基金」の充実と活用 

◎ 現況と課題 

 「ちば環境再生基金」は、「とりもどそう！ ふるさとの自然」をスローガンに、

千葉県民総参加による基金として財団法人千葉県環境財団※に平成 14 年に設置

されました。 
 基金創設から 10 年以上が経ち、県民、市民活動団体及び事業者の皆様の支援に

より、募金総額は 11 億円を超える基金に成長し、これまでに NPO 環境活動助成

事業や負の遺産対策事業などを実施してきました。 
 また、平成 24 年度からは、より幅広い事業に助成できるよう見直しを行い、

それまでの５つの助成事業を「県民の環境活動支援事業」、「提案型環境再生事業」

及び「負の遺産対策事業」の 3 つの助成事業に再編したところです。 
 しかしながら、基金の存在については、県民に必ずしも十分に認知されている

とは言えず、また基金による助成事業についても更なる活用を図る必要があり

ます。 
 今後も、ちば環境再生基金の設置を継続して、自然環境の保全・再生などへの

活用を図るため、これまで以上に県民一人一人に基金の存在と基金による助成

事業を知ってもらい、さらには県民自身が積極的に「自然環境の保全と再生」や

「資源循環型社会の形成」の活動に関わっていく仕組みを、基金として提供して

いくことが重要です。 
  
 

図５－３ ちば環境再生基金のスキーム  

ちば環境再生基金 
マスコットキャラクター 
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表５－１ 「ちば環境再生基金」助成事業・年度別事業費一覧表 

○平成 23 年度まで （単位：千円）

事業名 
 

年度 

ＮＰＯ環境活動

助成事業 

市町村による

戦略的自然

再生事業 

負の遺産対策

事業 
なのはなエコ

プロジェクト 

環境再生に 

係る普及啓発

等事業 
合計 

14 3,504 － － 215 － 3,719
15 4,424 － 13,179 231 － 17,834
16 2,426 9,186 16,083 421 － 28,116
17 2,209 5,177 10,471 541 － 18,398
18 3,139 6,024 0 580 － 9,743
19 1,656 8,074 0 623 － 10,353
20 1,976 2,566 0 794 － 5,336
21 3,030 2,760 13,781 1,308 3,448 24,327
22 1,900 10,572 15,349 516 2,835 31,172
23 1,189 5,761 14,319 271 3,286 24,826
計 25,453 50,120 83,182 5,500 9,569 173,824

 

○平成 24 年度以降 （単位：千円） 

  事業名 
年度 

環境活動支援 
事業 

県民の提案型 
環境再生事業 

負の遺産対策 
事業 

合計 

24 1,845 11,464 1,721 15,029 
25 1,448 9,364 ―※ 10,812 
計 3,293 20,827 1,721 25,841 

                  ※翌年度に繰越 
 

表５－２ 年度別の募金額 

 （単位：千円） 
年度 件数 金額  年度 件数 金額 
13 30 2,992 20 573 11,907 
14 422 521,623 21 516 12,491 
15 466 560,463 22 441 11,245 
16 655 7,643 23 369 8,337 
17 603 7,719  24 419 7,294 
18 582 8,380  25 384 6,176 
19 584 26,738  合計 6,044 1,193,007 
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◎ 目指す環境の姿 

 各主体が協働した自然環境の保全・再生、資源循環型社会づくりを推進する

ため、ちば環境再生基金が有効に活用されています。 
 

◎ みんなの行動指針 

県 民 

（家庭） 

○ちば環境再生基金の目指す「自然環境の保全・再生、資源循環型

社会づくりの推進」に賛同し、協力します。 
市民活動 

団体 

○ちば環境再生基金に賛同・参画して、自発的・継続的な自然環境

保全と再生活動、体験的環境学習、省資源リサイクル活動などを

実施します。 
○ちば環境再生基金に参画する団体相互間又は教育機関、行政との

連携のコーディネーターとして活動します。 
事業者 ○ちば環境再生基金に賛同し、協力します。また、基金に参画する

市民活動団体の活動に積極的に協力します。 
教育機関 ○ちば環境再生基金に賛同し、基金に参画する市民活動団体などが

行う環境学習活動に積極的に協力、助言します。 
市町村・県 

（共通するもの） 

○ちば環境再生基金の目指す「自然環境の保全・再生、資源循環型

社会づくりの推進」について、広報・啓発活動を実施します。 
○ちば環境再生基金を活用して、不法投棄された廃棄物の撤去などを

実施します。 
市町村 ○ちば環境再生基金を活用して、地域住民等と連携を図りながら、

計画的に自然環境の保全・再生事業を実施します。 
県 ○（一財）千葉県環境財団と連携し、ちば環境再生基金の広報・募金

活動を実施します。 
  

◎県（ちば環境再生基金）の施策展開 

１．ちば環境再生基金の設置と運営【循環型社会推進課】 

・ちば環境再生基金を引き続き（一財）千葉環境財団に設置します。 
・（一財）千葉県環境財団に「ちば環境再生推進委員会」を引き続き設置し、基金

を適正に運営し、基金による事業を公正かつ適切に実施します。 
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２．啓発・募金活動の推進【循環型社会推進課】 

・環境イベント、広報誌、インターネット等の媒体を活用するとともに、県民、

市民活動団体や事業者の協力を得ながら、「自然環境の保全と再生」、「資源循環型

社会の形成」、「負の遺産対策」などの環境問題への関心を高める広報活動と募金

活動を実施します。 
インターネットによる情報提供 

ちば環境再生基金（「（一財）千葉県環境財団ホームページ」：

http://www.ckz.jp/ ⇒「ちば環境再生基金」）（このホーム  

ページでは、募金活動や基金の使用状況なども公表して 

います。） 
 

３．資源循環型社会づくりの推進【循環型社会推進課】 

・資源循環型社会づくりの体験・学習を実践する市民活動団体の活動に対し助成等

の支援をするなど、資源循環型社会の形成の基盤づくりを推進します。 
 

４．自然環境の保全と再生の推進【循環型社会推進課】 

・市町村と地域住民との協働により実施される生物多様性※の確保等の環境保全事

業や、市民活動団体による自主的な里山※保全・水質浄化活動等の環境保全・環

境学習活動に対して助成等の支援をするなど、自然環境の保全と再生を推進しま

す。 
 

５．負の遺産対策の推進【循環型社会推進課】 

・県、市町村による負の遺産対策事業（不法投棄等された廃棄物の除去等）を助成

し、生活環境の改善を推進します。 
 

６．地域経済と地域振興への貢献【循環型社会推進課】 

・廃棄物の撤去を支援し跡地利用を促進すること及び市民活動団体、市町村が行う

自然再生や資源循環への取り組みを支援することにより、地域の活性化や地域間

の交流を促進し、地域経済の振興に貢献していきます。 
 

◎ 計画の進捗を表す指標 

項目名 現況（基準年度） 目標（目標年度） 
募金総額（累計） 11 億 8 百万円 

（平成 18 年度末までの累計）

30 億円 
（平成 30 年度末までの累計）

助成事業費（累計） 8 千万円 
（平成 18 年度末までの累計）

30 億円 
（平成 30 年度末までの累計）

 ★ 募金額を事業費に充当していきます。 
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